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舘
静
馬
委
員
︵
自
民
︶　

待
機
児
童
対
策
に

つ
い
て
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
の
「
大
好

き
い
ば
ら
き
次
世
代
育
成
プ
ラ
ン
」
に
お
い

て
、
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
に
待
機
児
童
ゼ

ロ
を
目
標
に
設
定
し
て
い
る
が
、
今
後
ど
の

よ
う
な
計
画
で
待
機
児
童
を
解
消
す
る
の
か
。

知
事　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
開

始
に
伴
い
、
市
町
村
で
は
、
平
成
三
十
一
年

度
に
待
機
児
童
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
途
と

し
た
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策

定
し
た
。
こ
の
た
め
、
各
市
町
村
が
、
当
計

画
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
が
、
県
と
し
て
も
、
各
地
域
の
保
育
の
実

情
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
市
町
村
と
連
携

し
待
機
児
童
の
解
消
の
た
め
に
必
要
な
施
策

を
検
討
し
対
策
を
講
じ
る
な
ど
、
積
極
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
あ
す
な
ろ
の
郷
の
現
状
も
質
問
）

星
田
弘
司
委
員
︵
自
民
︶　

つ
く
ば
国
際
戦

略
総
合
特
区
に
つ
い
て
は
、
計
画
を
延
長
し
、

産
学
官
が
連
携
し
て
研
究
を
進
め
、
さ
ら
な

る
成
果
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

延
長
に
向
け
て
、
自
治
体
や
研
究
機

関
な
ど
で
構
成
す
る
地
域
協
議
会
で
次
期
計

画
案
の
協
議
を
行
っ
た
上
で
国
に
申
請
し
、

年
度
末
の
認
定
を
目
指
し
て
い
く
。
今
後
は
、

技
術
シ
ー
ズ
と
企
業
ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
強
化
す

る
ほ
か
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
規
制
緩

和
措
置
や
財
政
・
税
制
の
支
援
措
置
な
ど
の

活
用
を
促
進
し
、
新
事
業
・
新
産
業
の
創
出

に
よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
学
校
に
お
け
る
救
命
講
習
、（
仮

称
）
つ
く
ば
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
な
ど
も
質
問
）

萩
原
勇
委
員
︵
自
民
︶　

大
学
に
お
い
て
専

門
的
知
識
を
学
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
の

卵
を
、
県
立
高
校
の
運
動
部
活
動
に
お
い
て

活
用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
子 

供
た
ち
の
強

い
身
体
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
、
所
見
は
。

教
育
長　

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
学

生
を
県
立
高
校
の
運
動
部
活
動
に
お
い
て
活

用
す
る
こ
と
は
、
生
徒
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
身
体
づ
く
り
や
、
運
動
部
活
動
の
さ
ら
な

る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
上
で
大
変
有
効
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
設
置
す
る
予
定
の
運

動
部
活
動
推
進
委
員
会
の
中
で
、
外
部
指
導

者
の
位
置
付
け
と
併
せ
て
、
大
学
と
の
連
携

実
現
に
向
け
た
具
体
的
検
討
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
契
機
と
し
た
笠
松
運
動
公
園
整
備
な
ど
の

在
り
方
、
土
砂
災
害
対
策
な
ど
も
質
問
）

山
中
た
い
子
委
員
︵
共
産
︶　

市
町
村
や
茨

城
租
税
債
権
管
理
機
構
に
お
い
て
、
国
保
税

の
滞
納
処
分
と
し
て
厳
し
い
差
し
押
さ
え
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
「
生
活
費
ま

で
差
し
押
さ
え
る
よ
う
な
違
法
な
差
し
押
さ

え
は
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
」
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
国
税
徴
収
法
の
差
し
押
さ

え
禁
止
財
産
な
ど
の
規
定
に
つ
い
て
の
認
識

は
。

知
事　

市
町
村
な
ど
で
は
、
滞
納
す
る
世
帯

の
特
別
な
事
情
の
把
握
と
き
め
細
や
か
な
納

税
相
談
を
行
っ
て
い
る
。
県
は
、
支
払
い
能

力
が
あ
る
の
に
納
付
し
な
い
な
ど
悪
質
な
滞

納
者
に
対
し
て
差
し
押
さ
え
す
る
一
方
、
財

産
の
な
い
世
帯
な
ど
に
は
滞
納
処
分
の
執
行

停
止
を
す
る
な
ど
、
個
別
案
件
に
応
じ
た
適

切
な
対
応
を
市
町
村
に
助
言
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
土
砂
な
ど
の
埋
め
立
て
へ
の
規

制
、
特
別
支
援
学
校
の
増
設
な
ど
も
質
問
）

二
川
英
俊
委
員
︵
民
進
︶　

全
県
的
な
取
り

組
み
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
県
職
員
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
現
の
た
め
に
は
、

職
場
全
体
で
の
機
運
醸
成
や
管
理
職
へ
の
教

育
が
重
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

知
事　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
は
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
、
公
務
の
能
率

的
な
運
営
な
ど
の
観
点
か
ら
極
め
て
重
要
と

考
え
る
。
そ
の
た
め
、
夜
七
時
に
県
庁
舎
の

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を
行
う
完
全
消
灯
日
の
設
定
、

年
次
休
暇
の
連
続
取
得
の
奨
励
な
ど
で
機
運

の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
部
下
の
仕
事
と

生
活
の
両
立
を
支
援
す
る
イ
ク
ボ
ス
養
成
講

座
に
よ
り
管
理
職
の
意
識
啓
発
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
中
丸
川
の
整
備
、
義
務
教
育
課

程
に
お
け
る
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

利
用
に
関
す
る
教
育
な
ど
も
質
問
）

八
島
功
男
委
員
︵
公
明
︶　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は

時
間
の
有
効
活
用
や
、
費
用
の
削
減
、
職
員

の
生
産
性
向
上
と
働
く
意
識
改
革
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
県
庁
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
導
入
に
つ
い
て
、
研
究
会
の
立
ち
上

げ
を
含
め
、
導
入
に
対
す
る
所
見
は
。

企
画
部
長　

県
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

な
ど
を
導
入
し
、
多
様
な
働
き
方
に
よ
る
業

務
効
率
化
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。
今
年

十
月
か
ら
、
職
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸

与
し
、
出
張
先
な
ど
で
活
用
す
る
モ
バ
イ
ル

ワ
ー
ク
を
試
行
す
る
の
で
、
試
行
に
参
加
し

た
職
員
な
ど
を
構
成
員
に
研
究
会
を
立
ち
上

げ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
利
用
の 

在
り
方
に
つ

い
て
、
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
中
小
企
業
金
融
の
円
滑
化
、
個

別
事
業
の
フ
ル
コ
ス
ト
情
報
の
開
示
な
ど
も

質
問
）

臼
井
平
八
郎
委
員
︵
自
県
ク
︶　

日
本
有
数

　次回の、平成28年第4回定例会は、12月1日から22日までの
22日間の会期日程で開催される予定です。

の
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
開
発
の
拠
点
と
な
る
本
県

の
強
み
を
生
か
し
、
県
は
本
年
三
月
に
「
ロ

ボ
ッ
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
を
策
定
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ど
こ
に
重
点
を
置
き
、

ど
の
よ
う
な
方
針
で
進
め
て
い
く
の
か
。

知
事　

特
に
、
「
社
会
が
抱
え
る
課
題
を
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
の
利
活
用
に
よ
り
解
決
す
る
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
」
が
重
要
と
考
え
、
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
、
社
会
実

装
に
向
け
、
新
た
に
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
利
用
研

究
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
実
証
試
験
・

実
用
化
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
本
県
に
お
け
る
ロ

ボ
ッ
ト
産
業
の
育
成
、
振
興
を
図
り
、
「
ロ

ボ
ッ
ト
利
用
先
進
県
い
ば
ら
き
」
を
目
指
す
。

（
ほ
か
に
、
科
学
技
術
を
担
う
人
材
育
成
、

学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
な
ど
も
質
問
）

村
上
典
男
委
員
︵
自
民
︶　

河
川
整
備
に
お

い
て
は
、
最
も
効
果
的
な
手
法
を
見
極
め
、

事
業
を
絞
り
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
最
大
限
の
効

果
を
あ
げ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
後
の
涸

沼
川
整
備
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

土
木
部
長　

平
成
二
十
六
年
の
台
風
十
八
号

に
よ
る
家
屋
浸
水
を
契
機
に
行
っ
た
測
量
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
効
果
的
な
整

備
の
進
め
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
流
下
能
力
が
不
足
し
て
い
る
一
連

区
間
や
局
所
的
な
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
箇
所
に
つ

い
て
、
土
砂
掘
削
な
ど
を
優
先
的
に
実
施
し

て
い
く
ほ
か
、
長
期
的
な
治
水
計
画
を
定
め

た
河
川
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
下
流
か
ら
順

次
、
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
太
陽
光
発
電
施
設
に
係
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
今
後
の
農
業
振
興
な
ど
も
質
問
）

9月27日に行われた予算特別委員会における質疑の様子

予 算 特 別 委 員 会

舘た
ち　

　
　

静し
ず
ま馬

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

星ほ
し
だ田　

　

弘こ
う
じ司

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

萩は
ぎ
わ
ら原　

　
　

勇
い
さ
む

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ

︵
日
本
共
産
党
︶

二ふ
た
か
わ川　

　

英ひ
で
と
し俊

︵
民　
　

進　
　

党
︶

八や
し
ま島　

　

功い
さ
お男

︵
公　
　

明　
　

党
︶

臼う
す
い井　

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
︵
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
︶

村む
ら
か
み上　

　

典の
り
お男

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者

月日 曜 議 事 予 定

12 . 1 木 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

2 金 休会（議案調査）
3 土
4 日
5 月 休会（議案調査）

6 火 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

7 水 本会議（一般質問・質疑）
8 木 本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）
9 金 休会（委員会審査準備）
10 土
11 日
12 月 休会（常任委員会）
13 火 休会（常任委員会）

14 水
議会運営委員会
本会議（予算関係議案常任委員長報告、予算関係議
案予算特別委員会再付託）

15 木 休会（大規模災害対策調査特別委員会）
16 金 休会（国体・障害者スポーツ大会推進調査特別委員会）
17 土
18 日
19 月 休会（決算特別委員会）
20 火 休会（予算特別委員会）
21 水 休会（議事整理）

22 木 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）

予 算 特 別 委 員 会

お知らせ


